
 

第
一
一
八
回 

幻
住
庵
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 
審
査
結
果 

令
和
六
年
二
月 

幻
住
庵
保
勝
会 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

選
者 

 
滋
賀 

恵
美
子
（俳
人
協
会
） 

特
選 

 
 

音
た
て
て
表
紙
切
り
と
る
初
暦 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 

 

圓
井 

 

公
子 

【
評
】新
年
に
期
待
と
願
い
を
込
め
た
行
動
が「
音
立
て
て
表
紙
切
り
と
る
」
に

弾
む
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
が
経
験
し
た
、
よ
く
解

か
る
秀
句
で
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
新
年
を
好
奇
心
を
も
ち
迎
え
た
い

も
の
で
す
。 

入
選 

 
 

山
頂
の
錦
秋
の
空
ド
ロ
ー
ン
飛
ぶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
田
市
あ
か
し
あ
台
五 

 
細
田 

 

秀
子 

 

入
選 

 
 

お
年
玉
孫
は
次
々
親
に
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
光
が
丘
一 

 
 

 

大
槻 

 
幸
恵 

 

入
選 

 
 

吾
に
ま
だ
残
る
と
き
め
き
落
葉
ふ
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
里
六 

 
 

 
 

 
 

宮
﨑 

 

正
子 

佳
作 

 
 

父
の
忌
の
一
日
ゆ
る
や
か
冬
日
影 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
別
保
二 

 
 

 
 

 

田
中 

 

文
子 

佳
作 

 
 

除
夜
の
灯
や
術
後
の
輸
血
切
れ
目
な
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
石
山
寺
三 

 
 

 
 

小
野 

 

寛 

佳
作 

 
 

冬
晴
れ
や
心
の
底
に
ひ
そ
む
修
羅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 

 

丸
岡 

 

正
男 

 

佳
作 

 
 

悴
む
手
つ
な
げ
ば
心
あ
た
た
ま
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

摂
津
市
南
千
里
丘
五 

 
 

河
野 

 

善
江 

佳
作 

 
 

靴
と
靴
混
み
合
っ
て
い
る
お
元
旦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
槻
市
高
垣
町 

 
 

 
 

 

四
方 

よ
ね
子 

 
 

 

 

選
者 

 

小
林 

紀
夫
（大
津
市
俳
句
連
盟
）  

 
 

特
選 

 
 

凍
星
よ
国
境
線
の
な
き
空
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
別
保
二 

 
 

 
 

 

田
中 

 

文
子 

【
評
】凍
て
つ
く
冬
空
に
、
無
数
の
星
が
輝
い
て
い
る
が
、
こ
の
広
い
宇
宙
に 

国
境
線
な
ど
な
い
。
し
か
る
に
こ
の
小
さ
い
地
球
で
は
国
境
線
を 

巡
り
争
い
が
絶
え
な
い
。
凍
星
よ
、
空
よ
、
と
リ
フ
レ
イ
ン
す
る
こ 

と
で
争
い
の
な
い
世
界
を
望
む
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

入
選 

 
 

 
 

 

産
土
で
祝
う
雑
煮
や
帰
郷
の
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
石
山
寺
三 

 
 

 

小
野 

 

寛 

入
選 

 
 

 
 

 

青
年
の
不
機
嫌
は
背
に
冬
の
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 

 

丸
岡 
 

正
男 

 
 

入
選 

 
 

 
 

 

充
電
を
し
た
子
見
送
り
七
日
粥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
槻
市
高
垣
町 

 
 

 
 

 

四
方 

よ
ね
子 

佳
作 

 
 

 
 

 

街
灯
は
大
正
の
色
冬
の
夜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栗
東
市
中
沢
二 

 
 

 
 

葛
城 

 

巖 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佳
作 

 
 

 
 

 

開
か
ぬ
側
の
車
窓
は
波
の
枯
蘆
原 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
別
保
二 

 
 

 
 

田
中 

 

文
子 

佳
作 

 
 

 
 

 

茶
の
花
や
遠
出
叶
は
ぬ
母
の
靴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
別
保
二 

 
 

 
 

田
中 

 

文
子 

 
 

佳
作 

 
 

 
 

 

路
地
尾
花
鏡
に
揺
ら
ぐ
美
容
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
光
が
丘
一 

 
 

大
槻 

 

幸
恵 

佳
作 

 
 

 
 

 

ひ
だ
ま
り
や
鳥
語
こ
ぼ
れ
て
冬
隣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
里
六 

 
 

 
 

 

宮
﨑 

 

正
子 

  

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

選
者  

山
田 

鳴
子
（日
本
伝
統
俳
句
協
会
）  

 
 

特
選 

 
 

山
寺
へ上
る
灯
の
列
去
年
今
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
稲
津
三 

 
 

 
 

加
集 

 

正
尊 

【
評
】
年
籠
を
す
る
為
、
或
い
は
初
詣
を
す
る
為
に
山
寺
へ
向
か
う
人
々
。
昔

は
提
灯
、
今
は
懐
中
電
灯
の
照
ら
す
の
み
の
山
道
を
前
を
行
く
人
の
足

元
を
見
つ
め
な
が
ら
登
る
。
麓
の
町
か
ら
は
稜
線
も
判
ら
ぬ
闇
の
中
を

一
筋
の
光
が
延
び
る
の
が
見
え
る
の
み
。 

厳
粛 

入
選 

 
 

内
緒
ご
と
す
ぐ
に
は
じ
け
る
鳳
仙
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 

 

丸
岡 

佐
代
子 

入
選 

 
 

団
栗
を
拾
ふ
子
蹴
る
子
通
学
路 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 

圓
井 

 

公
子 

 
 

入
選 

 
 

拍
子
木
の
音
透
き
と
ほ
り
冬
に
入
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 

圓
井 

 

公
子 

佳
作 

 
 

凍
星
よ
国
境
線
の
な
き
空
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
別
保
二 

 
 

 
 

田
中 

 

文
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
佳
作 

 
 

や
ま
あ
る
き
あ
か
い
も
み
じ
が
う
れ
し
い
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
田
市
す
ず
か
け
台
三 

荒
木 

 

節
夫 

佳
作 

 
 

一
茶
忌
や
昭
和
歳
時
記
繕
ひ
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
里
六 

 
 

 
 

 
 

宮
﨑 

 

正
子 

 
 

 
 

 
 

佳
作 

 
 

吾
に
ま
だ
残
る
と
き
め
き
落
葉
ふ
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
大
津
市
里
六 

 
 

 
 

 
 

宮
﨑 

 

正
子 

佳
作 

 
 

寒
に
入
る
日
ざ
し
に
風
の
尖
り
け
り 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
栄
二 

 
 

 
 

 
 

森
本 

 

和
子 

撰
者 

 

志
村 

宣
子
（現
代
俳
句
協
会
）  

 
 

特
選 

 
 

お
年
玉
孫
は
次
々
親
に
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
光
が
丘
一 

 
 

 
大
槻 

 

幸
恵 

 

【
評
】
孫
に
お
年
玉
を
あ
げ
る
の
も
楽
し
い
お
正
月
の
行
事
。
可
愛
い
ポ
チ
袋

を
選
び
添
え
る
言
葉
を
考
え
る
の
も
至
福
の
時
間
。
そ
の
幸
せ
は
逆
に
孫
か

ら
お
年
玉
を
も
ら
っ
て
い
る
様
な
気
分
。
そ
の
孫
も
親
と
な
り
同
じ
幸
せ
を

味
わ
っ
て
い
る
と
感
慨
深
い
作
者
。 

入
選 

 
 

団
十
郎
悪
を
睨
み
て
年
暮
る
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

摂
津
市
南
千
里
丘
五 

 

河
野 

 

善
江 

入
選 

 
 

消
灯
に
埋
火
ほ
の
と
灯
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

草
津
市
若
草
三 

 
 

 
 

井
上 

 

次
雄 

 
 

入
選 

 
 

一
茶
忌
や
昭
和
歳
時
記
繕
ひ
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
里
六 

 
 

 
 

 

宮
﨑 

 

正
子 

佳
作 

 
 

音
た
て
て
表
紙
切
り
と
る
初
暦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 
 

圓
井 

 

公
子 

 

佳
作 

 
 

除
夜
の
鐘
術
後
の
部
屋
の
森
閑
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
石
山
寺
三 

 
 

小
野 

 

寛 
 

 
 

 
 

 
 

佳
作 

 
 

変
え
ら
れ
ぬ
顔
に
合
わ
せ
る
冬
帽
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 

丸
岡 

佐
代
子 

 

佳
作 

 
 

北
風
の
ど
こ
か
風
に
も
訛
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
里
六 

 
 

 
 

 
 

宮
﨑 

 

正
子 

佳
作 

 
 

寒
の
雨
湖
の
景
色
を
遠
ざ
け
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
栄
二 

 
 

 
 

 
 

森
本 

 

和
子 

 



撰
者 

 

馬
場 

民
代
（幻
住
庵
保
勝
会
）  

 
特
撰 

 
 

独
り
言
流
れ
秋
雲
聴
い
て
い
る 

 
 
 
  

 
 

 
 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 

丸
岡 

佐
代
子 

【
評
】
秋
天
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
雲
も
ま
た
。
そ
ん
な
秋
雲
が
一
個
人
の

独
り
言
を
聴
く
な
ど
と
い
う
詩
的
発
想
が
白
眉
。
流
れ
雲
が
人
間
の
や
さ
ぐ

れ
流
浪
や
彷
徨
な
ど
を
匂
わ
せ
る
も
、
何
人
も
他
者
が
な
に
び
と
気
懸
か
り 

な
も
の
。
人
の
複
雑
重
層
な
心
象
風
景
で
あ
る
。  

 
 

 
 

入
選 

 

綿
虫
の
音
と
い
う
音
な
か
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栗
東
市
中
澤
二 

 
 

 

葛
城 

 

巌 

入
選 

 
 

言
の
葉
を
し
か
と
抱
き
し
め
花
八
ツ
手 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
里
六 

 
 

 
 

 

宮
﨑 

 

正
子 

 

入
選 

 
 

手
毬
唄「
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
」肥
後
遠
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
大
萱 

 
 

 
 

 
松
田 

 

和
子 

佳
作 

 
 

生
還
の
父
の
餅
搗
く
姿
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
石
山
寺
三 

 
 

小
野 

 
寛 

佳
作 

 
 

「
漕
ぎ
始
め
」
の
コ
ッ
ク
ス
の
声
凍
て
る
湖 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
月
輪 

 
 

 
 

 

加
集 

 

正
尊 

佳
作 

 
 

山
寺
へ上
る
灯
の
列
去
年
今
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
津
市
稲
津
三 

 
 

 
 

加
集 

 

正
尊 

 

佳
作 

 
 

冬
の
梅
小
説
並
ぶ
祖
父
の
部
屋 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

栗
東
市
中
沢
二 

 
 

 
 

葛
城 

 

巖 

佳
作 

 
 

ふ
と
見
た
り
冬
将
軍
の
太
き
眉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
別
保
二 

 
 

 

田
中 

 

文
子 

 

選
外
佳
作
（ 

山
田
鳴
子
） 

屠
蘇
酌
む
や
家
に
伝
は
る
輪
島
塗 

高
槻
市
高
垣
町 

 
 

四
方 

よ
ね
子 

選
外
佳
作
（ 

山
田
鳴
子
） 

い
く
た
び
も
噴
煙
吐
い
て
山
眠
る 

草
津
市
若
草
三 

 
 

井
上 

 

次
雄 

選
外
佳
作
（ 

志
村
宣
子
） 

父
の
忌
の
一
日
ゆ
る
や
か
冬
日
影 

大
津
市
別
保
二 

 
 

 
 

田
中 

 

文
子 

選
外
佳
作
（ 

志
村
宣
子
） 

青
年
の
不
機
嫌
は
背
に
冬
の
月 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 
 

丸
岡 

 

正
男 

選
外
佳
作
（ 

志
村
宣
子
） 

犬
と
吾
と
落
葉
し
ぐ
れ
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
と 

大
津
市
大
萱 

 
 

 
 

 

松
田 

 

和
子 

選
外
佳
作
（ 

志
村
宣
子
） 

鳥
渡
る
琵
琶
湖
の
小
さ
き
船
着
き
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
記
名 

選
外
佳
作
（ 

小
林
紀
夫
） 

内
緒
ご
と
す
ぐ
に
は
じ
け
る
鳳
仙
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 

丸
岡 

佐
代
子 

選
外
佳
作
（ 

小
林
紀
夫
） 

音
た
て
て
表
紙
切
り
と
る
初
暦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
津
市
柳
川
一 

 
 

 

圓
井 

 

公
子 

選
外
佳
作
（ 

小
林
紀
夫
） 

消
灯
に
埋
火
ほ
の
と
灯
り
け
り 

草
津
市
若
草
三 
 

 
 

井
上 

 

次
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


